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ペ ル ォ キ シ ダ ー ぜ の 作用 に 及 ぼ す塩 化 カ ル シ ウ ム の 影響

小 島 操 　　（静岡薬科大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒 　　　　　言

　前報
1） に 於 て 食 塩 水 を抽 出液に 用 い た場合 は ， 蒸溜水を 用い た場合 に 比べ て ，ペ ル オ キ シ ターゼ 抽 出 効果が あ

るが ，反応液に添加 し た場合は ， 液性が酸性 に 傾 くと， 逆 に ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 阻害性 を有す る こ とを 認め た．こ

の 場合食塩水 の 代 りに CaCIL・液を添加 す る と ， 阻害性 は 更に 大 とな る．　 GaG12 は脱水馬鈴薯の 褐変妨害剤
  と

して ， 又薙 ビ タ ミ ン G の 安定剤
3）
等 と し て の 研 究 が あ り，ア ル カ リ土 類塩化物 の わ さ び 粉製造へ の 利用

4）もあ る．

Ca2 ＋
は ア ミ ラ

ーゼ
，

プ ロ テ ア ーゼ 等 の 不可欠原子 で あ る こ とは一
般 に 認め られ て い る．少量 の ア ル カ リ土類 イ オ

ン は ベ ル オ キ シ ダーゼ に 促進的に 作用 す るb），夊組織 内 ボ ル フ ィ リン 体量 を変化 させ る 6）．今回は 反応液に GaC12

液 の 添 加 に ょ る 阻害性 を再 検討す る と共 に ，CaC12 其 の 他の 中性 塩 類液 を抽 出液 に 用 い た所，食塩水と同様に 抽

出効果 が あ り，

』
CaC12 液 の 場合 は Cae＋が 抽出性 を有す る こ とを知つ た の で 報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験 　の 　部

　〔実験 1〕 拙 出液の pH

　 ペ ル ォ キ シ ダーゼ 抽出液 の pH が 作用 力に 及 ぼ す影響 に つ い て 検討 を加 え る た め ， 下記緩衝液 を抽出液に 用い

て 次 の 如 く実験した．

　抽出ta・・・…WALPOLE 緩衝液 （pH3 ・6及び 5・0），
　 MC 　ILVAINE 緩衝液 （pH3 ．6，5．0，6．8及び 8．0）の 6 種

　酵素液 一前 報
1）に 準 じて 処 理 し た わ さび 根 （静 岡 県伊 豆 産 ダ ル マ 種 ） を卸 し金 で す り卸 して ，そ の 10gを 上皿

天 秤 で 300CC容共栓 フ ラ ス コ 中に 秤 り， 上記 抽出液 を加 え て200CC とな し ， 密栓後時 々 振盪し，
1時間室温放置後

濾過 し ， 濾液を 〔A 〕液とす る．〔A 〕液の ％部を70℃ ICIO分加温 し ， 冷後濾過 し ， 濾液を〔B 〕液 とす る．対照 とし

て は 蒸 溜水 を用 い て，上 と同 様 の 万 法 で調 製 し た液 を 用 い た．

　実験方 法 ・一・…前報
1）の 如 く，近 藤 ・森田 の 方法 に 準 じて ペ ル オ キ シ ダーゼ カを比色定量 し た．但 し反応液組成

中の 緩衝液 は MC 　ILVAINE の pH5 ・0或は6 ・8を用 い た．夊作用力は〔A 〕液 の 対照液 の そ れを 100％ とし，之IC対す

る相対作用力 （％） で 表わし た．

　実験結果及び考察・一・実験結果は Tab ・1 に 示す如くで あ る．〔A 〕液 を 用 い た場合は 反応液pH が5．0の 方が 6．8

の 場合よ りも作用力 は何 れ も大で，対照液 （蒸溜水抽出液） の 場合は前者の 100％ に 対 し，後者 は 82・4％ とな る．

抽出液 として 用い た WALPOLE と Mc 　ILVAINE と を比 較す る と， 前者の pH3 ．6で は 271％ ， 後者の pH3 ．6で は

400％で ， 後者 の 作用力が大 ， pH5 ．0の 場合に も同様に 後者 の 方が 大 で あ る．しか し 同じ緩衝液で は pH が異つ て

も殆 ど増減 は 認 め られ な か つ t ．〔B 〕液を 用 い た場 合は WAEPOLE の pH3 ．6及 び 5．O，　 Mc 　ILVAINE の 3．6使用

液は作用力が 0 となつ た．之 は WALPOLE の 場合は加温 に よ り酢酸 が 揶散 し た た め と考え られ，　 MC 　ILVAINE

の 場合は低い pH の た め と考 え られ るが詳細に つ い て は不明で あ る．　 MC 　ILVAINE の pH5 ．0，6．8，或 は8．Oの 場

合 は 〔A 〕液 の 場 合 と同様 の 傾 向 を 示 す が，作用 力 は 〔A 〕液 に少 し劣 る．前報 1） に 於 て 〔B 〕液 の 最適pH は6．8 と 報

告 し，本実験結果と くい 違 うが，之 は 試料中の 夾雑物に よ る もの で あ ろ う．尚 MC 　ILVAINE 緩衝液 に よ る抽出

能 は PO4 イ オ ン が ペ ル オ キ シ ダ
ーゼ を促進 す る 5）

こ とを 実証し て い る ．

　〔霙 験 9｝ 緩衝液 に 塩 化 カ ル シ ウ ム 液 の 添 加 （其 の 1）

　拙 出液 として MC 　ILVAINE 緩衝液に CaCl2 液 を添加 した もの を 用い た場合の ペ ル オ キ シ ダーぜ 力 に つ い て

次 の 如 く実験 し た．

　抽出液
…・・MC 　ILVA ！NE 緩衝液 （pH3 ．6

，
5．O

，
6・0，6・8及 び 8・0）に 殆 o 量の 10％ CaClu を添加 し た 液 （CaC12

液 の 濃度 は0．2％とな る）
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Tab 且e 　L　Changes 　of 　peroxidasc 　 activity 　（cxpressed 　in　relative

actlvity ， ％ ） after 　an 　addition 　of 　buffer　 solution 　to　Wasabi 　 rGot ．

Enzyme Soln，　A Soln，　 B
、『

繭 併
…〜 2廴 」翻

6．8　　　 5，0　　　 6．8
（％）　　 （％）　　 （％ ）

WALPOLE 　buffer　　pH3 ．6

　　　　 〆！　　　　　 pH5 ．O

MC 　ILVAINE　buffer　 pH3 ．6

　　　　 ゲ　　　　　　pH5 ．0

　　　　 〃　　　　　 pH6 ．8

　　　　 ノ！　　　　　 pH8 ．O

Distilled　 water （control ）

271256

蜘

358388394100

26625038434236836882

．4

　 0

　 0

　 0348384

踟

82．4

　 0

　 0

　 031034031868

．2

　酵素液……〔実 験 1〕に 準 じ ， 〔A 〕，

〔B 〕両液 を 調製し た．対照として は

CaC12 液無添加 の 緩衝液を抽出液 と

して 用い た 液 を採 つ た．

　実験万法……
〔実験 1〕に 準じ たが ，

反 応液 の 緩衝液 は MC 　ILVAINE の

pH5 ・0を用 い ，ペ ル オ キ シ ダーゼ カ

は 最高値 を示 し た 〔A 〕液 の pH8 ．0の

作用 力 を 100 ％とし， 之に 対す る相

対作用力 （％ ） で 表 わ し た．

　実 験結果……実験 結果 は Tab ．2

に 示す如 くで ある．pH8 ．0の 緩衛液

に Ca （】12 を添加 し た もの が最高値 を示 し ， 対照 と して CaCI2 を 添加 し な い 緩衝液 の み で 抽出 した もの に 比 し

謹か に 勝 り， 他の pH に 於 て も同様 に CaCl2 添加液の 方 が 対照液 に 比 して 勝れ て い る，〔B 〕液に 於 て はpH3 ．6の

緩 衝 液使 用 の 場合 は 〔実験 T〕 と同様 に 不 活性化す るが ， 他 の pH に 於て は 作用 力は 〔A 〕液 に 劣 るが ，
　 CaCl 、 添

加 液が 対照液 に 勝つ て い る．即 ち GaGls を0・2％の 割合 に 添加 し た液は 僅か で は ある が ペ ル オ キ シ ダ
ーゼ 抽出効

果 の あ る こ とが 判明 し た．

　緩衝液に 塩化 カ ル シ ウ ム 液 の 添加 （其の 2 ）

　抽出液 と して pH5 ．0の MC 　ILVAINE 緩衝UedC　CaC12 液を種 々 の 濃度 に 添 加 し た もの を 用 い た 場合の ペ ル オ

キ シ ダ
ー

ゼ カ に つ い て次の 如 く実験 し た ．

　抽出液
・…・・a ） pH5 ・0の MC 　ILvAINE 緩衝液 （対照 ），　 b）緩衝th

’
｝C　
−110量 の 10％ CaCle を添加 （1 ％ GaGl2

となる）・
c ＞緩衝液に 殆量 の 10％ GaG12 を添加 （2％ （】aGl2 と な る ），　d） 緩 衝 液 に 駈 o量 の 10％ NaCI を添加

（1％ NaCl と な る ）・
e ）緩衝液 に 殆量 の 10％ NaGI を 添加 （2 ％ NaCl と な る），

　 f）緩衝液 に 斑 o 量 の 10％
CaCl2 及 び NaCl の 添 加 （1 ％ GaGlu 及び 1％ NaCl とな る）， 9） 2 ％ GaG12

，
　h） 2％ NaGl の 8種

　酵素液 の 調製及び 実験方法は 〔実9e　1〕に 準 じ た が ， 反 応液 の 緩衝液 は MC 　ILVAINE の pH5 ・0を 用い ，
ペ ル

ォ キ シ ダーゼカは対照 a）の 〔A 〕液 を 100％ と し，之 に 対す る相 対 作用 力 （％） で 表わし た．

　実験結果 及 び 考察・・・…実験結果は Tab ・3 に示す如 くで あ る．　 C ）の 〔A 〕液即 ち緩衝液に ％量 の 10％ 〔】aCl2 を

添加 した もの を 抽出液 とし て 用 い ，無加 温 の 抽出液が最高の ペ ル オ キ シ ダ
ー

ゼ カ を示 し，対照 a ）の 〔A 〕液の 100％
に 対 し・179％・次 い で f）の 〔A 〕液 の 178％ ，

e）及 b）液 の 173％ ，
　 d）の 〔A 〕液の 161％となり，

　 CaG12 液 の み の 135

％及 び NaCl の み の 105％よ りも作用力は大 で あ り，同 濃度 に 於 て は NaCl よ りも CaC12 の 方が抽出率 は良い ，
〔B 〕液 に 於 て も大体同 じ様な傾向で ， 〔実験 1〕に 於て 判明 し た 如 く， 緩衝液の み で も抽 出効 果が あ る が，CaC12

，

NaCl の 如 き塩類 を添 加 す る こ と に よ り，更に 抽出率 は 高まり，之等二 者の 相乗効果が あ る様に 思われ る。

　〔実験 M） 抽出液 に 塩化 カ ル シ ウ ム を 用 い た場合

　拙出液に CaG12 液 を種 々 の 濃変で 用 い た 場合の ペ ル オ キ シ ダーゼ カ を次 の 如 く実 験 し た．

T ・b1・ 2・Chang … fp ・・。・id・… cti ・ity （exp … s・d　i… 1・tive ・cti ・ity
， ％ ）

　 after 　an 　additio 皿 of 　buffcr　solution 　and 　CaClu　 soIution 　to　Wasabi 　roQt ．

Enzyme T Soln．　A Soln．　 B

SolventAdded
　 reagent 　　　　CaC12

　 　
．1
　
−．一一一．一一一一一一、　　　 （％ ）

Nothi ロ9
　 （％） 暢引

N
階 9

Mc 　ILVAINE 　buffcr　 pH3 ．6

　　　　 ’！　　　　　 pH5 ．0

　　　　 〃　　　　　　pH6 ．0

　　　　 ノ！　　　　　 pH6 ．8

　　　　
’ノ　　　　　 pH8 ．0

95．495

，097

．090

．5100

91．291

．294

．681
．292

．7

077

．S84
，081

．176
．7

076
，783

．979

．076
．6
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Table　3．　Changes 　of 　pcroxidase　 activ 三ty （exprcssed 　in　relative 　activity
， ％）

　 after 　 aコ addition 　 of 　CaCl2 　 solut 三〇 n 　 or 　NaCl 　 selution 　to　Wasabi 　 root ．
’
＼

＼ 、
S・ 1・・ nt

　　 　　
、馳、丶

E・・yme ＼
＼

　 　 　 aMC

　ILVAlNE
　　pH5 ．0
　　　（％ ）

　　 b1
％ Caα 2

　 ina
　 （％）

　 　 C2

％ CaGI2
　 ina
　 （％ ） （％ ）

　　d　 I　 e

1％ NaGi 　2％ NaGl
ina

　1翻
　　　　f1
％ Gaα 2 　 and

　 NaCl 　in　 a

　　　（％ ）

　 92
％

GaC 』
（％ ）

　 h2
％

NaC1
（％）

Soln．　 ASoln
．　B

10066

．7

173135 179146 161121173150 178143 135　 　105

115 　　 77．2

　抽出液……O ．2％ ，
工％及 び 2 ％ の CaG12 液

　酵素液 の 調製及実験方法……〔実Wt　1〕に 準 じ たが ， 反応液 の 緩衝液 は

MC 　ILVAINE の pH5 ．0或 は WALPOLE の pH5 ・0 を用い ， 対 照 と して 用 い

た蒸 溜水抽出液 及 び 1％ GaGlu 液抽出液に つ い て は ， 反応液 に 加 え る蒸

溜 水 15ccの 代 りに Tab．4 の 如 く10％ CaCl2 を添加 した場合 の 作 用 力を

比 色定 量 し た． ペ ル オ キ シ ダ
ー

ゼ カ は 対照 とし て 用い た 蒸 溜水抽出液の

〔A 〕液 の 作用 力 を 100％ とし，之に 対す る相対作用 力 （％）を以 て 表 わ し た，

尚対照液及 び 1％ CaGZ2 抽出液 に つ い て は ， 液量 と同量 の 1 ％ ，
2 ％ ，

Table　 4，　 Classification　 of

　　 exp ．　 solution

Group

−

り飼

34

▲

（謝撒∫謝
4凸
∩V50

1
　

1

1505　

　

莨
　
1

Total
（cc ）

5555−
　

−
　

置
　
星

5 ％ 及び 10％ （】aCI ．・液 を 加 え て 2 時 間 放 置 し， ペ ル

オ キ シ ダ
ーゼ カ を定量 した，

　実験結果
・・一実験結果は Tab ．5 に 示す如 くで あ る．

Tab ．5−1 に 示す 如 く，
ペ ル オ キ シ ダーゼ カ は 抽 出

CaCl2 液 の 濃度が高まるに 従 つ て 大 とな るL　Tab ，5−2

に は 〔B 〕液即 ち70℃ 10分加温処理酵素液に つ い て ， 反

応 液 に 使 用 す る緩 衝液に WAIPOLE と MC 　ILVAINE

とを 用 い た 結果を 示 し た． MC 　ILVA・INE を 用 い た 場

合は前後
1＞ に 示 し た結果と同様 に ベ ル オ キ シ ダーゼ カ

は 激減す るが，之 は緩 衝 液 と CaGls とが反応 して ，

反応液の pH を下げ る こ とに 原 因 し，　 CaC12 液 の み の

影響 とは考 え られ ない こ とが判明 し た の で ，
　WAI ：POLE

を用 い た 所，殆 ど増減は な か つ た ．

　 Tab ．5−3 は酵素液 に 直接 CaG 』 液 を反応 させ た場

合で あ るが，蒸溜水抽出液及 び 1％ GaGl2 抽出液 の

両者共に GaC12 に よ り阻害 され る．

　 〔実験 】V〕　Call＋沈澱試薬或 はGl一沈澱試薬 の 使用

　 GaCI2 液の ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 抽出効果は Ca2 ＋ に よ

る もの か，或 は Cl”lcよ る もの か を 検討す る た め に，

Ca2 ＋

沈 澱 試 薬 として，　 a） エ チ レ ン ヂ ア ミ ン 四 酢 酸

（EDTA ），
　 b）塩化 ア ン モ ン ＋ 蓚酸 ＋ ア ン モ ニ ア 水或

は，c ） 蓚酸 ア ン モ ン を 用 い ，
　 Gl一沈澱試薬 として 硝酸

銀 を 用い て 次 の 如 く実験 し た．

　 （A ） Ca2 ＋沈 澱 試薬 の 使用

　 a ） EDTA の 便用
・一・…MtlOO −EDTA 試液 に つ い て

キ レ ート滴定 法 所載 の 方法
7）に 基 い て 予め 1 ％ CaCIL・

液 の Ca2 ＋
を捕集し た場合 ，

　 CaC12 液 10ccに つ い て ，

EDTA 試 液93．Occを 要 し た，故に CaGIL．液 5cc に

EDTA 試 液 50cc及 び pHIO の 緩衝液 （NH4Gl ＋NH4

Table　 5．　Changcs 　of 　peroxldase　 activity （expressed

　　in　relative 　activity ，　
o
／e ）　after 　addition 　of 　CaGI2

　 　 solution 　 to　 Wasabi 　 root ．

　　Table　5−・1　Buffer　 solution 　in　 cxp ．　 solution

　　　　is　MC 　ILVAINE 　pH5 ．0

藩 命 運 讐 「
Dist．　 water

O．2％ 　CaGl2

1％ CaCIL・
2％ CaC12

Son．　 A
　（％）

100192214220

Soln．　 B
　（％）

65．5180183206

Table　 5−2．　Buffer　 solutien 　in　 exp ．　 solution

　　is　 MC 　ILVAINE 　 or 　 WALPOLE ，　 and

　　 CaC12　 selution 　is　 added 　to　it

Bu
離翫

’nlM
・ ・LvAIN ・ pH …

こ♂靴 綱
　 　1

　 2

　 3

　 4Control

22．6（4A ）

7．4（3．8）
5．2（3，7）
4．0（3．6）

65．5（5．0）

1％ CaC12
（％ ） （pH ）

46．0（4．4）
19．1（4．0）
6．1（3．8）
5 ．5 （3．6）
18．3（5．0）

WA ＝POLE

　pH5 ．0
Dist．
water

（％ ）

58．760

，359

．559

．865
．5

　1％
CaC12
（％）

173171178180i78

Table　 5−3　GaCI2 　 solutiDn 　is　 added

　　 to　 enzyme 　 solutien

贏 豫纛讚
tD

臠
t

「
％

（野
12

1％ CaC12

2％　 tr5

％　 ltlO

％　 ’／

98．591

．472
．45L2

208206202178

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（212＞ （小島）　わ き び の 利用 に 関 す る 研 究　（第 6報）

OH ） 10ccを 加え ， 蒸溜水 を加 え て 100ccとし，
　 CaCls 液 に 緩衝液 を上記 の 使用量 と等量加え100  とし た場合，

緩 衝 液 の み の 場 合， EDTA 試 液 に 緩衝液 を加 え た 場合及び 蒸溜 水の 場合 の ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 抽 出効 果 と比 較 実

験 した が ，
EDTA 試液及 び キ レ

ートに 抽出効果が あり， 更 に 緩衝液 pH が 10の 場合も対

照 と し て 使用 し た蒸溜 水抽出液 よ りも作用力が 大 に な つ た故，Ca2＋
の 効果は わ か らな

か つ た．

　b） 塩化 ア ン モ ン ，蓚酸及び ア ン モ ニ ア 水 の 使用

　 キ レ ート滴定法所載 の 方法
8）に よ り， 塩化 ア ン モ ン 140g

， 蓚酸 ア ン モ ン 6g に 蒸溜水

を 加 え て 加 温溶解 し ， 冷後濃 ア ン モ ニ ァ 水14ccを 加 へ
， 全 量 を 1L に し た 液 を 用い て

CaS ＋

を 捕集 し た が，試液 自身抽出力を 有 し ，
　 a ）の 場合 と 同様 に Ca2＋

の 効果 は わか らな

か つ た．

　 c） 蓚酸 ア ン モ ン の 使用

　3．5％蓚酸 ア ン モ ン 液は 1％ CaClu 液 に 対 し，　 Ve量で CaU ＋

は蓚酸カ ル シ ウ ム と して

沈澱す る．実験 に は CaCIL・ 液に 対し ，
1）饕 o量 ，

2）施量 ，
3） iSfi

，
4） 施量，5）等

量．6） S．5倍量 ，
7）2倍量 の 蓚酸 ア ン モ ン 液を添加し， 濾過褒全量を CaGL2 液量 の 3

倍量 に し て 抽出液 と し て 使用 し ， 蒸溜水．蓚酸 ア ン モ ン 液 の 2 倍稀釈液及 び CaCls 液

の 3倍稀 釈 液 を抽出比較液 と し て 〔実験 1〕 の 方法に 準 じ て 〔A 〕液 を 調製 し ， 近 藤 ・森

田の 万zalC準じて ペ ル オ キ シ ダーゼ カを比色定量した．こ の 場合反応液 の 緩衝液は MC

ILVAINE の pH5 ．0を用い ， 蒸溜水抽出液 の 作用力をIOO％とし， 之に 対す る相対作用力

（％ ） を 以 て 表 わ し た．

　実験結果
・・・…

実験結果は Tab ．6 に 示す如 くで あ る．即 ちCa2 ＋

を丁度捕集す るに 足 る

懿量 の 蓚酸 ア ン モ ン 液添加液抽出が対照の 183％で 添加液中最 も小 なる値 を示し ， Ve量

で は 264％，施量 で は 209％ で ，添 加量が 嬉量 の 前後 に 於て は 大 な る値 を示 し た ．尚蓚酸

ア ン モ ン 液 の 添 加 量 が 多 くな る に従 つ て 作 用 力 が大 に な るの は ， 蓚酸 ア ン モ ン 液の み の

場合 の 566％ で わ か る様 に ， 残 留蓚酸 ア ン モ ン 液 の 抽出能 を 示す もの で あ る，之の 結果

は Ca2 ＋

が 抽出能 を 有す る こ とを 示 す もの で あ る．

　 （B ） Cl『沈澱試薬 の 使用

　c 正
『
沈澱試薬と して N！lo・AgNo3 液 を 用 い れ ば 1％ Gac12 液は 約 3 倍量 の AgNo3

液で Ag （】1 と して 沈澱す る．実験に は CaC12 液に 対 し施 量 ， 等量 ，
2 倍量或は 3 倍量

の AgNO3 液 を 添加 し ， 濾過後全量 を CaGlu 液量 の 5 倍量に して 抽出液 とし て 使用 し ，

蒸留水 ，
CaCls 液 の 5 倍稀釈液及び AgNO3 液 の 5 倍稀駅液 を抽出比較液 と し て ， 前

実験 と同様 に作用力 を定量した．

　実験結果
・…・・実験 結果は Tab ．7 に 示す 如 く，作用 力 が 殆 ど変化 し な い 故，　 Cl『は ペ

ル オ キ シ ダーゼ 抽出能 は有しな い 様 で あ る．

　 （G ） 塩化 ア ン モ ン 或 は 硝酸 カ ル シ ウ ム の 使用

　 上 記 の 実験 に 於て Ca2＋

沈澱 試 薬に 蓚酸 ア ン モ ン 液 を 用 い れ ば，　 Cae＋

は 蓚酸 カ ル シ ウ

ム と して 沈 澱 す るが，Cl『は NH ．‘Cl とな り，　 Cr 沈 澱試 薬 と して AgNOe 液 を 用 い れ

ば，Cl−Cま AgCl と し て沈 澱 す るが，　 CaL ＋は Ca （NOa ）2 と して 溶液中に 残存す る故 ，

NH4Cl 及 び Ca（NOe ）2 液 の ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 抽 出能 を 次の 如 く実験 し た．

　 即 ち NH4Cl 液 は0，1％ ，5 ％ 及 び 10％液 を使 用 し，　 Ca（NQs ）2 液 は 1 ％ ，2 ％ 及 び

4 ％液を使用 し 〔実験 1〕に 準じて作用 力 を 対照液 （蒸 溜水抽出液） と比較定量 した．

　実験精果 ・− Tab．8 に 示す如 く，NH4Cl 液，　 Ca（NOa ）2 液共 に 濃度が増す に 従い ，

作 用力 は 大 とな る，即ち両者共 に ペ ル オ キ シ ダ
ーゼ 抽出能 を有す る．

　 〔実験 V 〕 各種中性塩類 の ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 抽出能

　 GaClu 液 と同 モ ル 濃度 （％ oM ） の NaCl ，　KCI ，
　CaClu ，　Na ：SO4 ，　NaNOa ，Ga （NOs ）u
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Table　7．　Changes 　of　pe！℃ xidase 　activ 量ty （expressed 　in　relative 　act 五vity ，％） after

　　an 　addition 　of 　CaCl2　 solution 　and 　AgNOn 　solution 　to　Wasabi 　root

SolventDist ，　 water

（contro1 ）

aCl2 ＋

1！2VQI ．
AgNO5 監

CaC12 −｝・
1Vol ．
AgNO3

aCl2 十

2Vo1 ，
AgNO

詫

CaCI2・ト
3Vol ，
AgNO5 翼

CaC120nlyAgNO3 ・ nly

』
Relativc　　譬．
actlvlty （％）

100％ 16酬 　 16・ 1161 且50
．

　　160
　　　　　
140

及 び NH4Cl 液 を抽出液 として 用い た場合 の ペ ル オ キ シ ダ
ー

ゼ カ を比 較 し た．

　実 験方 法
……実験〔1〕 に 準 じ た が ， 〔A 〕液 に つ い て ， 反応液 の pH は 5．0に 於 て行 つ た．

　作 用 力 は 対 照 （蒸 溜 水抽出液） の それ を 100％ とし て ， 相対作用力 （％ ） を以 て 表わ し た．

　実験結果・・…・
実験結果 は Tab ．9 に 示す如 く， 塩 類 液使 用 は 何れ も作 用 力 大 で Ga （NOs ）， 液が725％ で 最高で

GaCla
，　
Na2SO4

，　NaCl ，　NaNOs ，　K（】1，　NHiCl の 順 とな り，　 NH4Gl 液 に 於 て も530％ で 対照液に 比し ， は るかに

勝 る 値で あ る．傾 向 はCa 塩類 が 勝 り，
　Na 塩類 ，

　 K 塩類，　NH ．‘塩類の 順 で あ っ た．

　　　　　　
Table

　
8・Ch ・ ngc ・ 。f　p … xid ・ ・e　a ・・i・i・y （・xp ・essed 　i・ ・el・tive　 a ・ti・i・y，

　 ％ ） 。 ft。 ，

　　　　　　　　an 　 addition 　of 　NH4Cl 　solution 　or　Ca （NOs ）L．　st）lution　to　 Wasabi 　root

Solvent

Relative
activity 　（％）

1璧躑
「

』1％ ・H ．・Cll… H
・
Cl　11・％ NH ・Cl）。。 、識 ），

1・・％ 1161 ・r・ 「 544 痂
一 砂剛）

％
02N．（aC481

　 4 ％
Ca （NOn ）2514

T ・bl・ 9・Gh ・ng … fp … xiCl・・e　acti ・ity （・ xp ・ e… di ・ ・d ・・i・・ a ・ti・ i・y，％ ）。f・e，

　　an 　 addition 　 of 　2flO　M 　 salt 　 solution 　to　Wasabi 　 root

Solvent Dist．　 water

［　（control ）

Rclative
activity 　（％ ）

Order

100％

8

NaCl

6684

KCl

6366

CaC 』

7022

「… s・ ・

6953

1・・N ・
・

6465

Ca （NQs ）2

7251

NH4Cl

5307

）

）

）

）

）

−

ab23

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　　　 約

わ さ び ペ ル オ キ シ ダ ーゼ に つ い て

抽出液の pH に は影響 され な い が ， 緩衝液 （WALPOLE 及 び MC 　ILvAINE ） に 抽出能 が あ る．
反 応液へ CaGl2 液添加 の 場合の 作用 力 の 低 下 は 主 に pH の 変化に よ る もの で ，

　CaCl2 個有 の 性質 で は な い ．
CaCI2 液の ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 抽出能は主 にCa2 ＋

に よ る．　　　　　　　　　
噛

わ さ び ペ ル オ キ シ ダーゼ の 抽出液 として Ca（NOs ）2，　CaC12 ，　NatSO4 ，
　NaCl

，
　NaNOs

，
　KCI 或 は NH4Cl

の 7種 の 同 モ ル 溶液を用 い た所 何れ も蒸 溜 水抽 出液 よ りペ ル オ キ シ ダーゼ カは大で，Ca （NOs ）， 液最 も大 で 羅
列 の 順 に 減ず る．
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